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　新緑が芽吹き、心地よい春風が吹き抜ける季節となりました。

皆様いかがお過ごしでしょうか。

　今年の桜は天候にも恵まれ、例年より長く私たちの目を楽しませて

くれました。今ではすっかり葉桜となり、生命力あふれる若葉の季節となりましたが、その一方で

公園の桜の古木が倒木したというニュースも耳にしました。

　桜の古木を維持管理するには多大な労力が必要であり、時には植え替え（更新）も必要だそう

です。私の自宅近くの公園でも、整備に伴い多くの桜が伐採されましたが、いずれまた新しい木

が植えられ、次世代の目を楽しませてくれることを期待しています。

　非常にデリケートな樹木とされる桜の長期的な維持管理について、ふと気になり生成AIに

尋ねてみました。すると、「ソメイヨシノの寿命は六十年と言われることもあるが、適切な土壌改善

や病気の治療を行えば百年以上持たせることも可能である」という答えが返ってきました。美しい

景観を保つには、放置せず、剪定や施肥、そして長期的な視点に立った更新計画を繰り返す「段階

に応じた適切なケア」が欠かせないというのです。

　これは、病院という組織を長期的に維持し、機能させていくための「人財の育成や組織づくり」

にも通じるものがあると感じます。教育、適所への配置、健康状態への配慮、そして長期的ビジョン

に基づいた世代交代。これらを丁寧に行うことで、組織は健やかな状態を保つことができます。

　千葉県こども病院でも新年度を迎え、多くの職員が入れ替わりました。慣れない時期は患者

さんやご家族にご不便をお掛けすることもあるかと存じますが、新たな出会いは、私たちに大切

な「気づき」をもたらしてくれる貴重な機会でもあります。

　誰もが幸せを実感できる社会の実現のため、そして何より子どもたちのために。新しい職員

たちとともに、さらなる精進を重ねて参ります。

　今後とも千葉県こども病院を温かく応援いただけますよう、お願い申し上げます。

病院長　皆川　真規

新年度を迎えて
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　このたび、令和８年４月１日付の人事異動により事務局長に任命されました。
　私はこれまで、千葉県病院局がんセンター事務局や経営管理課、千葉県健康福祉部
の子育て支援課などでの勤務を経験しており、病院勤務はおよそ２０年ぶりとなります。
こどもたちとご家族の安心と笑顔のため、１日も早く病院スタッフの一員として、役割を
十分に果たすことができるよう努めてまいりたいと考えております。
　事務局の業務は、患者さんや病院職員にとってより良い環境の整備、病院経営の健全化など多岐にわ
たっておりますが、これらの業務に真摯に取り組んでまいる所存ですので、よろしく御指導、御鞭撻のほど
お願い申し上げます。

吉井　万里子事務局長
よしい まりこ

　このたび、主任医長を拝命いたしました。代謝科という先天代謝異常症を専門と
する科に所属しています。また、肝臓専門医として小児の肝疾患の診療も専門的に
行っています。病気にとまどう親御さんやお子さんが、少しでも心穏やかに過ごせる
ようサポートしたいです。そして生まれ育った千葉で働けることを嬉しく思っており
ます。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

市本　景子代 謝 科
いちもと けいこ

　このたび診療部長を拝命いたしました。内科系診療科の統括、倫理審査責任者補佐、
こども・家族支援センター運営補佐を務めます。当院では2011年から2018年9月まで
アレルギー・膠原病科で勤務し、他院での勤務を経て、2022年4月から再びアレルギー・
膠原病科で勤務しております。当院に入院・通院される患者さんは慢性疾患を抱える方
がほとんどです。患者さんが病気と付き合いながら生活していくには病院スタッフだけ
でなく、患者さんやそのご家族、教育関係など地域の皆様との連携によるチーム医療が必要です。これ
らのお手伝いをしながら、安全で質の高い医療が提供でき、また働くスタッフがやりがいを持てるような
病院になるよう、尽力したいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

冨板　美奈子診療部長
とみいた みなこ

　このたび、看護局次長を拝命いたしました米須貴子と申します。
　こども病院は、看護師長として6東病棟と5階病棟に勤務し、10年ぶりに戻ってまい
りました。当時を思い返すと、こどもたちと遊んでばかりいた光景が思い出されます。
病院理念の「その子らしく、その子ために」が、職員にとっても自分らしく実践できるよ
う、一生懸命頑張りたいと思います。
　私は、病院の医療安全管理者、経営管理課医療安全安心推進室での経験も活かし、職員が安心して
患者・家族に安全な医療が提供できる環境についても一緒に考えてまいりたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

米須　貴子看護局次長
こめす たかこ

新任医師紹介


